平成２６年度

事　業　計　画　書

　　　　　　　　　　　　（案）

社会福祉法人　みなの福祉会
社会福祉法人　みなの福祉会

１　運営方針

　　　その人らしく　自分らしく

　　ともに支えあい　ともに生きる
２　基本方針

　　社会福祉法人みなの福祉会は、「利用者の自立支援を目的に、利用者の意思と人格を尊重し、常に利用者の立場に立ったサービス提供を行う」ことを基本方針とします。

　①　利用者の視点を持ち、その人らしい生活を営むことができるよう支援します。
　　　　事業者の論理を優先させること無く、利用者の視点で利用者個々の背景、生活習慣等のライフスタイルに配慮した、きめ細やかなサービスを提供します。

　②　利用者の満足の向上の為、先駆性、独自性を発揮し、積極的なサービス展開に努めます。
　　　　地域の福祉ニーズを的確に把握し、それに応えることを第一とし、従来からの考え方に捉われることなく、継続的な自己革新に励みます。

　③　地域や地域関係者と共に、発展する法人を目指します。
　　　　地域の保険、医療、福祉関係者との連携を大事にし、地域福祉の一部として役割を果たすと共に、公的施設として地域文化の発展に貢献し、地域と共に成長できる法人を目指します。

　④　継続的なサービス提供の基盤を維持拡大するため、効率的な事業運営を目指します。
　　　　一時的なものではなく、地域に根ざして、安定的、継続的なサービスの提供を可能とするために、効率的な事業運営を心がけ、サービス提供の基盤を確固たるものにします。

３　行動指針

　①　私たちは、法令順守を第一に考えます。

　②　私たちは、元気良く、笑顔を持って利用者の方々を支援します。

　③　私たちは明確な目標を掲げ、情熱を持って行動し、福祉従事者としての｢生きがい・思いやり｣を追い続けます。

４　重点事項　　　　

　①　サービスの質の向上

　　　支援のあり方を｢利用者尊重｣の点から再認識します。より利用者の意見・要望を取り入れ、サービスの向上に繋げていきます。
その取り組みのひとつとして、利用者の施設サービス等に対する満足度を調査し、その結果や意見を反映してサービス内容の向上と、質の向上を図ります。

②　職員の資質の向上と人材確保

　　　各事業ごとの専門研修に積極的に参加します。また、法人内部においても研修を実施し、職員の資質向上に努めます。

③　権利擁護

ア　秘密保持等　　　職員及び職員であった者が、正当な理由なく、業務上知り

得た利用者又はその家族の秘密を漏らしません。

イ　虐待等の禁止　　サービスの提供において、体罰・暴力・虐待を禁止し、人

権擁護について積極的に推進します。

ウ　身体拘束の禁止　利用者ひとり一人の尊厳を尊重し、安全・安心で快適な生

活が送れるよう、身体拘束へと至らない質の高いサービスを提供します。

④　事故防止

毎日の業務の安全確認と定期的な調査検討を行い事故の発生予防と防止に努めます。

⑤　苦情解決

苦情を受け付ける窓口を設置するほか、相談窓口の設置や苦情処理体制の手順等の説明や掲示します。また苦情の内容を踏まえ、サービスの質の向上に向けた取組を行います。

　⑥　あいさつ運動の励行

　　　業務の中で「挨拶」を励行し、来客者や利用者また職員相互のコミュニケーションの向上を図り、明るい雰囲気の創出や信頼関係の構築を目指します。

⑦　財務基盤の強化

安定した事業継続のための経営基盤の強化に向けては、それぞれの運営事業所の活用スペース、ベッドや居室等の効率的活用、優先性を重視した計画的設備等の改善及び更新に努め、またサービス提供における利用満足度の向上を図るために、より良い介護サービスの向上と積極的な業務改善を目指します。
　　　＜事業所別の達成目標＞
	事　業　所
	年間平均

目標利用者数
	事　業　所
	年間平均

目標利用者数

	特別養護老人ホーム

悠う湯ホーム
	７４.０名

利用率96.1％
	(介護予防)通所介護
大浜
	２３.０名

	(介護予防)短期入所生活介護

悠う湯ホーム
	８.４名
利用率83.0％
	(介護予防)グループホーム
大浜
	１７.３名
利用率97.2％

	ケアハウス

悠う湯ホーム
	４０.５名
利用率82.0％
	居宅介護支援事業 
悠う湯ホーム
	プラン作成者数
６９.０名

	(介護予防)通所介護
悠う湯ホーム
	２１.０名
	
	


５　事業内容
（１）会議

理事会　　　　５月　平成２５年度事業報告､決算報告について

　　　　　　　　１０月　平成２６年度第１次補正予算、事業中間報告について

３月　平成２６年度第２次補正予算について

　　　　　　　　　　　　平成２７年度事業計画､予算の承認について

監事監査会　　５月　平成２５年度事業報告､決算報告の監査について

評議員会　　　５月　平成２５年度事業報告､決算報告について

　　　　　　　　１０月　平成２６年度第１次補正予算、事業中間報告について

３月　平成２６年度第２次補正予算について

　　　　　　　　　　　　平成２７年度事業計画､予算の承認について

（２）業務会議
	
	会議名
	会議
	備考

	１
	調整会議
	毎月１回
	

	２
	職員会議
	毎月１回
	

	３
	研修及びサービス向上　　委員会
	年４回
	職員会議で年２回の研修を企画。

事業所会議での研修を随時行う。

	４
	事故・虐待防止、

身体拘束廃止委員会
	年４回
	職員会議で年２回の研修を企画。

事業所会議での研修を随時行う。

	５
	苦情・要望対応委員会
	年４回
	職員会議で年２回の研修を企画。

事業所会議での研修を随時行う。

	６
	感染症・食中毒対策委員会
	年４回
	職員会議で年２回の研修を企画。

事業所会議での研修を随時行う。

	７
	褥瘡・看取り対応委員会
	年４回
	職員会議で年２回の研修を企画。

事業所会議での研修を随時行う。

	８
	給食委員会
	毎月１回
	

	９
	衛生委員会
	毎月１回
	職員会議で年２回の研修を企画。

	 10
	広報委員会
	年４回
	

	11
	防災委員会
	随時開催

	※
	口腔内のたんの吸引等の安

全対策に関する委員会
	特別養護老人ホーム内に設置　年４回・随時


（３）非常災害対策

非常災害に備えるため､定期的に避難､救出その他必要な訓練を行います。

ア　建築物等の自主検査　（４月・１０月）

イ　消防用設備等の点検　（８月・　２月）

ウ　訓練　　総合訓練（ ８月･２月） 部分訓練（４月）

防災教育（１１月）

（４）地域社会との連携

実習生、ボランティアの積極的な受入れや各団体や地域主催の行事への参加を通して地域社会との連携を図ります。
　　　

（５）家族懇談会等の開催

各運営事業所においては、利用者やご家族等との懇談会を行い、運営方針や事業報告、家庭生活上の各種介護相談や高齢者福祉等に関係する幅広い分野での情報提供に努めると共に、ご家族とのコミュニケーションを高めより深い信頼関係を構築し、法人事業運営に対する理解と協力が得られるよう努めます。また定期的に開催することにより地域から信頼され地域に根ざした施設となるよう努めます。
特に、デイサービスセンター2事業所における家族会については、法人として積極的に活動を推進し、介護者ご家族に必要な情報提供や個別介護相談・介護技術の支援、またご家族の抱える介護ストレスの軽減や介護者同士の交流を目的とした「家庭介護者交流会」などにより、高齢者の人権擁護と高齢者虐待の未然防止にも役割が果たせるよう努めます。
（６）関係機関との連携

　　　関係機関との連携をはかり､入居者サービスの向上に努めます。また関係機関の協力を得ながら法人の施設や機能を開放することにより各種交流会、各種講座の開催、また家庭介護上の各種相談への応援体制を整えます。
（７）職員の健康管理

職員が健康で就労できるよう健康診断を実施します。

夜間勤務のある職員　　実施回数　年２回（９月･３月）

その他の職員　　　　　実施回数　年１回（３月）
特別養護老人ホーム（指定介護老人福祉施設）

悠う湯ホーム

１　基本方針

　　安全で明るい家庭的な雰囲気の居住環境に努め、利用者の意思と人格を尊重し、利用者の有する能力に応じ自立した日常生活への援助と施設での生活が穏やかであるよう適切な介護サービス計画を立案し、入浴・排泄・食事等の介護、社会生活上の便宜の提供、その他日常生活上のお世話、機能訓練・健康管理、療養上のお世話など良質なサービスを提供します。

　　施設内事故防止対策としては、ヒヤリハット活動の充実、発生した事故事例の適切な原因分析、また認知症等の進行に伴う車イスからの立ち上がりや異食行為などで事故の発生リスクの高い利用者に対しては、グループケアの中で利用者の行動変化に迅速に対応した事故防止を図ります。　　

　　終末期として医師の診断により回復不能な状態に陥った利用者に対しては、利用者及び家族が最後の場所として悠う湯ホームでの看取りを希望される場合には、本人の意思ならびに家族の意向を最大限に尊重した支援を最後の時点まで行います。

このため、職員研修等を充実させ職員育成にも努めます。

また、地域や家庭との結び付きを大切にし､市町村等関係機関との密接な連携にも努めます。

２　活動方針

（１）入浴､排泄､食事等の介護援助サービスを充実します。

（２）自立支援の視点に立ち､利用者の心身の状況を把握し、また希望や要望を尊重し利用者本位の介護サービス計画を作成します。

（３）グループケアの中に介護サービス計画による個別ケアの取り組みを行い、利用者の身体能力に沿った日常生活リハビリやアクティビティー活動、そして利用者の行動変化に迅速に対応することによって事故防止を図ります。

（４）各種サービスの提供と記録の充実を図ります。

（５）寝たきり等の利用者に対しては、健康で健全な日常生活が送れるようにストレスの解消・生活リズムの確保、更に体調等を勘案しながら車椅子等を活用して短時間であっても可能な限り離床を促進するよう援助します。又食事は食堂で行うよう努めます。

（６）利用者の自立支援のため、心身の状況等を踏まえて機能訓練を行います。

（７）余暇時間の充実のため､各種サークル活動、娯楽、屋外活動等を行います。

（８）日常の健康状態､動作､食事摂取状況等に注意を払い､疾病の予防､早期発見､早期治療により健康管理に努めます。

特に認知症の方に対しては､身体状況の変化に特に留意し異常の早期発見に努め適切な対応を行います。

また､体位交換､食事摂取､処置等細心の注意を払い､きめ細かく対応し褥瘡予防と改善に努めます。

（９）認知症の方には､生活上の不安の解消に努め人権・人格を尊重した温もりのあるサービスを提供します。また、事故の未然防止に努めます。

（10）自己決定と尊厳を守る看取り介護の充実に努めます。

（11）清潔で明るく､安全な居住空間を確保します。

（12）ご家族に対しては､入居者の生活状況の報告や預り金の収支報告等を積極的に行い､苦情・要望等には前向きに受け止め業務に反映させます。

又､ご家族には入居者の精神的支えとして関わって頂けるよう呼び掛けます。

　（13）職員の資質向上のため研修の機会を充分に確保し、サービスの質の向上を図ります。

　（14）入所希望者の増員と、空床期間の短縮等により利用率を向上させます。

軽費老人ホーム・特定施設入居者生活介護事業

＜ケアハウス　悠う湯ホーム＞
１　基本方針

　　清潔で明るい居住環境を創出し、利用者が健康で自立した日常生活が送れるよう援助していくことを目的とします。このため利用者の心身の状況等健康状態の把握に努めると共に､日常生活に必要な援助を妥当適切に行います。またご家族及び関係機関との連絡調整及び連携に努めます。

　　また、近年利用者の高齢化等に伴い身体機能の低下する利用者も多くなり、昨年2月より住み慣れたケアハウスで必要な介護等サービスが提供できる特定施設入所者生活介護事業に移行されました。この事業移行による各種課題、問題点等の調査検討を実施し業務改善を推進し、各種日常生活援助や認知症のある利用者利用者を含めた要支援要介護状態の維持改善への援助など、利用者サービスの向上に積極的に取組むこととします。

防災や衛生管理については、居室内の安全性や衛生状態を常に確認し、個別対応に重点を置き災害等の発生の未然防止に努め、地震等発生においても被害が最小限になるよう努めます。

また、地域や家庭との結び付きを重視し、社会参加にも努めます。

２　活動方針

（１）自立支援と介護予防のために、日々の活動を検討し、利用者の要介護状態の軽減、悪化防止のために努めます。

（２）事業移行による各種課題、問題点等の調査検討を実施し業務改善を推進し、各種日常生活援助や認知症のある利用者利用者を含めた要支援要介護状態の維持改善への援助など、利用者サービスの向上に積極的に取組みます。

（３）特定施設サービス計画（ケアプラン）は、適切な方法により評価し、原案の説明と同意に基づき実施します。また漫然かつ画一的なものとならないよう配慮します。

（４）ご家族に対し､入居者の生活状況の報告や情報交換を積極的に行い､要望等には前向きに受け止め業務に反映します。更にご家族には入居者の精神的支えとして関わって頂けるよう呼び掛けていきます。

（５）利用者の健康状態､動作､食事摂取状況等の変化に注意を払うことにより､疾病の予防､早期発見等健康管理に努めます。

（６）日常生活が楽しく充実したものであるように企画検討し、サークル活動やリクリエーション､屋外活動等を実施します。

（７）関係機関との連携をはかり､入居者サービスの向上に努めます。

（８）防災対策を徹底すると共に、清潔で明るい安全な居住空間を確保します。

（９）入所希望者の増員と、空床期間の短縮等により利用率を向上させます。
（介護予防）通所介護事業

＜デイサービスセンター悠う湯ホーム＞

＜デイサービスセンター大浜＞

１　基本方針

利用者が可能な限り居宅において、能力に応じ自立した生活を営むことができるよう、機能訓練及び必要な日常生活上のお世話を行い、安全で明るい家庭的な雰囲気の創出とより充実したサービス向上のために業務の改善に努め、利用者の社会的孤立感の解消及び身体機能の維持･向上並びにご家族の身体的･精神的負担の軽減を図ると共に、安全で明るい家庭的な雰囲気を創出し、常に充実した業務の追求と改善に努めます。

特に、デイサービスセンター大浜では、機能回復訓練や認知症予防活動の充実を図ります。

また、ご家族との結び付きを重視し､関係機関との連携にも努めます。

２　活動方針

（１）居宅介護サービス計画に基づき､送迎･入浴･排泄･食事等の介護サービスや､日常生活上のサービスを充実します。又関係機関との連絡を密にします。

（２）自立支援の視点に立ち､利用者の状態把握と利用者本位の通所介護サービス　計画を作成し､各種サービスの提供と記録の充実を図ります。

（３）日常の健康状態､動作､食事摂取状況等に注意を払い､健康管理に努め、身体及び精神状況に変化がある時にはご家族へ報告します。

（４）清潔で明るく快適な環境、適切な衛生管理、また安全確保に努め、家庭的な雰囲気を大切にします。

（５）ご家族には積極的に接触を持ち､利用者の状況を報告します。またご家族の各種相談・要望等の把握など情報交換に努めサービスの向上を目指します。

（６）利用者の増員、及び利用率の向上を目指します。

（７）利用者の好みを把握し、入浴時の待ち時間を利用しての趣味活動や、午後の活動を充実し、「休みたくないデイ」を目指します。

（８）デイサービスセンター大浜では、利用者の在宅での生活が1年でも長く安全で充実したものになることを目的として、機能回復訓練や認知症予防活動の充実を図ります。

（介護予防）短期入所生活介護事業

＜ショートステイ悠う湯ホーム＞

１　基本方針

利用者の意思と人格を尊重し､可能な限り居宅において、能力に応じ自立した生活

を営むことができるよう、入浴、排泄、食事等の介護その他日常生活上のお世話、また機能訓練を行ない、利用者の心身機能の維持並びにご家族の身体的・精神的負担の軽減を図ると共に、安全で明るい家庭的な雰囲気を創出し、常に充実した業務の追求と改善に努めます。

　事故防止対策としてヒヤリハット活動の充実、発生した事故事例の適切な原因分析、また認知症等の進行に伴う車イスからの立ち上がりや異食行為などで事故の発生リスクの高い利用者に対しては、グループケアの中で利用者の行動変化に迅速に対応した事故防止を図ります。

　また､ご家族との結び付きを重視し､関係機関との連携にも努めます。

２　活動方針

（１）居宅介護サービス計画に基づき､送迎･入浴･排泄･食事等の介護サービスや､日常生活上のサービスを充実します。又関係機関との連携に努めます。

（２）自立支援を目的に、利用者が必要とし希望に基づいた短期入所生活介護サービス計画により良質なサービスを提供します。また記録の充実を図ります。

（３）グループケアの中に介護サービス計画による個別ケアの取り組みを行い、利用者の身体能力に沿った日常生活リハビリやアクティビティー活動、そして利用者の行動変化に迅速に対応することによって事故防止を図ります。

（４）利用者の健康状態､動作､食事摂取状況等に注意を払い､健康管理に努めます。また身体及び精神状況に変化がある時にはご家族へ報告します。

（５）清潔で明るい快適な環境造りと維持､及び衛生管理と安全の確保に努めます。

（６）ご家族には積極的に接触を持ち､利用者の状況を相談報告します。またご家族の各種相談・要望等の把握に努め利用者サービスの向上を目指します。

（７）利用しやすい環境整備を進め、利用者の増員、及び利用率の向上を目指します。

（介護予防）認知症対応型共同生活介護事業

＜グループホーム大浜＞

１　基本方針

利用者の意思と人格を尊重し､常に利用者の立場に立ったサービス提供に努めます。

共同生活を営む住居として、安全で明るい家庭的な環境のもとで入浴、排泄、食事等の介護その他の日常生活上のお世話、及び機能訓練を行なうことにより、利用者の能力に応じ自立した日常生活が送れるよう努めます。

また､ご家族との結び付きを重視し､関係機関との連携にも努めます。

２　活動方針

（１）入居に際しては、心身の状況、生活歴、既往歴等の把握に努めます。

（２）利用者の認知症状の緩和のための取組み、また安全で安心した日常生活を送って頂くために心身の状況等を踏まえた介護サービス計画を立案し漫然かつ画一的なものとならない良質なサービスを提供します。

　　　また、各種サービスの提供と記録の充実を図ります。

（３）利用者がそれぞれの役割を持って家庭的な環境のもとで日常生活を送ることができるよう努めます。

（４）利用者の居住環境の改善を常に心がけ、身体の安全、事故防止に努めます。

（５）利用者の健康状態､動作､食事摂取状況等の変化に注意を払うことにより､疾病の予防､早期発見等健康管理に努め、身体及び精神状況に変化がある時にはご家族へ報告します。
（６）職員は懇切丁寧を旨とし、利用者やそのご家族に対してサービスの提供等について適切に説明します。

（７）自ら提供する認知症対応型共同生活介護の質の評価を行ない、常にその改善を図ります。

（８）介護の提供にあたっては、利用者の心身の状況により自立支援と日常生活の充実に資するように、適切な技術をもって行います。

（９）利用者の食事の準備・片付け、食材の買い物、掃除、洗濯等は、原則として利用者と職員が共同で行なうよう努めます。

（10）利用者の趣味・嗜好に応じた活動の支援に努めます。

（11）常に利用者の家族との連携を図ると共に、利用者とその家族との交流等の機会を確保するよう努めます。また地域との交流にも努めます。

（12）入所希望者の増員と、空床期間の短縮等により利用率を向上させます。
居宅介護支援事業

＜居宅介護支援事業所　悠う湯ホーム＞

１　基本方針

居宅において､介護サービス等を希望される高齢者等の方々に対し､充分なアセスメントを行い、日常生活の自立支援のため適切で公平公正な居宅介護サービス計画を作成します。

居宅介護サービス計画の作成は､利用者等の希望を尊重し､又心身の状況及び環境等を考慮し､利用者に最善な福祉･保健･医療のサービスが､総合的､効率的に提供されるよう計画の作成に努めケアマネジメントします。

また、市町村及び､居宅介護サービス事業所等関係機関との密接な連携に努めます。

２　活動方針

（１）利用者の人権・人格と希望を尊重し､信頼されるケアマネジメント業務を行　います。

（２）サービス提供に際しては､居宅介護サービスを受けるまでの手順や､サービスの種類や内容等を適切に説明し､同意を得てから行います。又遅滞なく業務を進めます。

（３）要介護認定等の申請代行は利用者の依頼に基づき適切に行います。

（４） 市町村との契約による要支援要介護認定調査は、期間内に適正に実施します。

（５）地域包括支援センターとの契約による介護予防に係るケアプラン策定は適正に行います。

（６）利用者の安定した確保に努めます。
給 食 業 務

１　基本方針

加齢に伴う老化現象の進行や、高齢者に多く見られる循環器疾患等の疾病の予防・治療等の面で、食生活は極めて重要な関わりをもっています。このため利用者のそれぞれの障害や状態に対応した適切な食事を提供します。

また、落ち着いて楽しみながら食事が取れるよう環境にも配慮します。

２　活動方針

（１）給食管理

　　ア　食事、及び食材の安全を施設側、委託側双方に管理体制を整え、安心できる食事を提供します。

　　イ　食事に対する嗜好など利用者の意向の確認を行い、個々人が満足した美味しい食事を提供します。

（２）栄養マネジメント

　　ア　身体機能の低下や、誤嚥、認知症等による精神的問題など、様々な個人ケースにおいても、多くの視点からアセスメントを行い、個別に適切な栄養管理計画を立て、他職種と協同して実施します。

（３）資質及びサービスの向上、保持

　　ア　品質（食事量、栄養素量、温度、形状等）管理及びその評価に努めます

　　イ　定期的に給食会議を開催し業務改善及び地域の特色や季節感、行事食及び選択食等を取り入れ変化に富む食事に努めます。

　　ウ　食事の献立は、利用者の日常の食事の摂取量、嗜好等を配慮して一定期間単位で作成します。　
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